
カリキュラム

　修了要件単位数　９５単位

３１単位必修 憲法Ⅰ〔人権〕②、憲法Ⅱ〔統治〕②、行政法Ⅰ②、行政法Ⅱ②
民法Ⅰ〔物権法〕②、民法Ⅱ〔担保法〕②、民法Ⅲ〔契約法〕④、民法Ⅳ〔不法行為、不当利得法〕②、

公法・民事法・刑事法の基礎的・体系的知識の獲得と、法的思考能力の養成 商法Ⅰ〔企業組織法〕②、商法Ⅱ〔企業法総論・企業活動法〕②、民事訴訟法③、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （講義＋多方向的な討論） 刑法Ⅰ〔総論〕②、刑法Ⅱ〔各論〕②、刑事訴訟法②
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

領域科目
２６単位必修 　　公法領域　： 憲法演習Ⅰ〔憲法訴訟〕②、憲法演習Ⅱ〔人権訴訟〕②、

行政法演習Ⅰ①、行政法演習Ⅱ①
　　民事法領域： 民事法総合Ⅰ〔民法中心〕②、民事法総合Ⅱ〔商法中心〕②、

領　域　科　目　：　 公法・民事法・刑事法の各領域につき、その法律問題について応用的・ 民事法総合Ⅲ〔民事法手続法中心〕②
　　 展開的な法知識と総合的な解釈能力を取得 　　刑事法領域： 刑事法総合〔刑法・刑事訴訟法〕③

（講義＋多方向的な討論） 総合演習科目
公法総合演習②、

総合演習科目　：　 すでに獲得された法知識と総合的な解釈能力の確実化 民事法総合演習Ⅰ〔民商法中心〕③、民事法総合演習Ⅱ〔民事手続法中心〕③、
　　 （事例問題を用いた多方向的な討論） 刑事法総合演習〔刑法・刑事訴訟法〕③

５単位必修 法情報処理①、法律文書作成Ⅰ①、法律文書作成Ⅱ①、
法曹倫理Ⅰ①、法曹倫理Ⅱ①

法曹に必要な基礎的スキルの習得 （講義＋演習）

６単位必修、２単位選択必修 必　　　修： 民事訴訟実務の基礎Ⅰ②、刑事訴訟実務の基礎Ⅰ②、
要件事実論・事実認定論②

訴訟実務に関する具体的問題を通じて訴訟による紛争解決手続の全体像を理解

（講義＋多方向的な討論＋ロールプレイ） 選択必修： 民事訴訟実務の基礎Ⅱ①、刑事訴訟実務の基礎Ⅱ①、
ロイヤリングⅠ①、ロイヤリングⅡ①、リーガルクリニック①

２単位選択必修
法哲学①、英米法①、EU法①、法史学①

２単位選択必修
（講義＋多方向的な討論）

サイバースペースと法①、法と医療①、公共政策①、立法学①

信託法②、知的財産法②、特許法②、著作権法②、民事執行・保全法②、倒産法②、国際取引法②、
国際私法②、経済法②、租税法②、労働法②、交通賠償法②、情報法②、環境法②、金融法②、家族法②

先端的・応用的法分野についての専門知識の修得
地方自治①、企業組織再編法①、企業承継法①、金融商品取引法①、消費者法①、国際民事訴訟法①、
刑事政策①、経済刑法①、経済犯罪と捜査①、知的財産法演習Ⅰ①、知的財産法演習Ⅱ①、IT法制①、
医療・介護保険法①、年金・企業年金法①、憲法最新判例研究Ⅰ①、憲法最新判例研究Ⅱ①、

（講義＋多方向的な討論） 民事法最新判例研究①、刑事法最新判例研究①

外国人と人権①、国際金融法①、国際経済法①、英文法律文書作成①
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実定法とは異なる角度からの法現象の知見の取得に
よる法律家としての教養の涵養
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必修科目６８単位

実定法基礎科目

実定法発展科目

法務基礎科目

法務展開科目

基礎法学科目

隣接科目

展開科目

グローバル分野

選択必修科目１０単位 選択科目１７単位


